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研究の概要 

ハイテクノロジーとリハビリテーションの融合の研究 

 

私はロボティクス、VR、AI などのハイテクノロジーを活用し

たリハビリテーション研究をおこなっており、大学での基礎研

究と医療現場での臨床研究を通じて、高齢者や障がい者の生活

の質の向上を目指しています。 

 

「ロボティクス」: 歩行支援型ロボットを使用し、歩行能力

や関節運動などの運動学的効果の検証、および運動・認知機能

領域の脳血流動態の観察をおこなっています。これまでに片脚

型歩行支援ロボットを使用した基礎研究、臨床研究を実施して

きました。昨今では上肢運動支援ロボットやコミュニケーショ

ン支援ロボットにも着目しています。 

「VR」: スポーツ場面や屋内では実現困難なリハビリのシー

ンを撮影した 3D 動画を使用し、VR ゴーグルを着用してイメー

ジトレーニングをおこなっています。これらの運動学習効果を

検証することで、VRを用いた特異的なリハビリ・スポーツトレ

ーニング方法を模索しています。 

「AI」: 歩行などの動作を 2次元・3 次元で AI解析し、その

信頼性を検証しています。3次元での AI動作解析が可能になる

ことで、医療や福祉の現場でのリハビリテーション効果の判定

を、より円滑に、客観的におこなえるようになると考えていま

す。 

 

・「脳血管障害片麻痺患者に対するロボット型短下肢装具のリハビリテーション介入効果の検討」  

・「ロボット型膝装具のリハビリテーション介入効果の検討」 

・【科研費】「歩行支援型ロボット（単脚・局所型）の臨床的・脳科学的有効性の検討と機器の分類化」 

医療・福祉分野での AIやロボティクスの活用が進む中、理学療法士や作業療法士などの専門家は、評価・

治療・精神的サポートなど、ハイテクノロジー機器では代替できない部分に強みを持っています。ハイテク

ノロジーの効果的な使用は、医療の効率や質を向上させる重要な要素ですが、費用対効果やエビデンス不足

などに課題があります。これらの課題の解決をすることにより、高齢者や障がい者の生活の質を向上させ、

豊かな生活を支援することを目指しています。 
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